









英語に は様々 な姿が ある ｡ 使用.される国々 に よ っ て . ま た 一 国内の地域に よ っ ても異なる姿を
み せ る｡ 職業 ､ 身分などの社会階層による差異もある ｡ さらに , 自然言語と しての 英語の 枠内で ､
使用語柔を-一 定の 範囲に限定 し . 文法も単純化して特定目的の ために供される英語もある o -Basic
English はその ような英語の い わば原型モ デ ル で あ っ た c
本稿は Basic English の概略を述べ たう えで . そ の ような特定目的の ため の英語と してA E C M A
sim pli丘edEnglish. Plain English . V O A Spe cial English などの い わゆる ｢制限英語｣(Co ntrolled
English)を紹介し - 若干の 考察を加えるもの で ある ｡
1. Ba sicEng一ish
英国 の 心理学者で 言語学者で あ っ た C. K.
Ogde n(1889- 1957) は1930年頃 , それまで
の 言語研究の 成果を踏まえてBasicEnglisbと
称する新し い英語の シ ステ ム を発表し た ｡ こ
れは自然言語で ある普通の 英語 の 中か ら少数
の 基本語葉を厳選し , これにや はり普通の 英
語の 文法か ら取り出した最 少の 規則とを組み
合わせ たもの で , 普通の 英語の い わばエ ッ セ
ン ス を抽出したような小言語体系で あ っ た｡
も ともと第 一 次大戦後 の 混乱期 の 政治的 ,
文化的状況の 中で ? 人々 の 使用する ことばが
唆昧 , 不明瞭 . また喚情的に なりがち な風潮
にきわめて 批判的で あ っ た Ogden と , 彼の
熱心な協力者であ っ た言言吾学者で文芸評論家の
I A Richa rds(1893- 1979) の 二 人は ことばの
意味の 構造を明らかに し , ことばと思考の 明
噺性を追求するこ とに強い熱意を持 っ て い た ｡
二 人は 共同で 事物や こ と ばの 意味と は 何
か , 定義はどの よう な原則に基づく もの か に
つ い て理論的な研究を続けて い た c その 過程
で , 様々 な語の 定義を試み る際に繰り返 して
使われる少数の 特定 の語 がある ことに気づ い
たとい われる ｡ 繰り返 して使われる少数の 語
があると いう こ とは , それによ っ て 大多数の
他の語 の意味を表すこ と がで きる と い う こ と
になる ｡
こ の 発見は少数の 要素的な語の 組み合わせ
で多様な内容を伝える こ との できる新 しい 伝
達媒体 , しか も普通の 英語 の枠内で普通の 英
語を簡素化し た媒体の 創造に つ なが っ た ｡ も
と もとは英語 で あるが , 語費の 制限 , 文法規
則の簡略化によ っ て , 英語が母語でない 人々
の 利用に供する国際補助語 , また , 外国語と
して の 英語学習者の ため の ワ ン ス テ ッ プと し
て利用で きる言語を目指す Ba sic English が
生 まれたの で あ っ た ｡
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Ba sic English は僅 か850 語の 語章と7か条
の 文法規則から成 る ｡ 語柔の 内訳と文法規則
を列挙すると次 の とおりである ｡
【語秦】
(1)事物語 口11ings)
(a)一一 般語(Gen e ral)
600語
(400語)
a c c o u nt, gold, rain,talkなど
O) 具象語(Pictu rable) (200語)
apple,isla nd,pig, windo w など
(2)作用語(Operation s) 100語
(a)動詞 Ntrbs) (18語)
･-c o m e, get,giv e,go,ke ep,let, m ake,
put, s eem ,take;
be,do, hav e; s ay, s e e,se nd; m ay,
will
O) 方向語 のire ctive s) 一(20語)
abo ut, a c r o s s, after, against, am ong,
at,before, betwe en
by,do wn, fro m,in, off, o n, over,
･ 也ro ugh,to, under
up, wi也
I(c)その他(接続詞 , 冠詞 t 代名詞 , 副詞 ,
疑問詞など) (62語)
(3)性質語(Qu alities)
(a) 一 般語(Ge neral)











(1)- sで 複数形をつ く る占
(2)- er, -ing, - ed で派生語をつ く る ｡
(3)-1yで 副詞をつ くる o
(4)m o re, m o stで比較を表す ｡
(5)倒置及びdo で疑問文をう くる o
(6)作用語と代名詞は活用形を持つ o
(7)度量衡の単位 , 数詞 , 通貨 , 暦日 , 各国
議にほと んど共通 の語(da n c e, be e rな ど)
は850語の ほか に使用可 ｡
暇 人
(つ いで なが ら , Ba sic Englisb の語章及び文
法規則一一 覧表の オリ ジナ ル には , 上記規則の




to things whe n the reis m o retha n o n eと表さ
れて い る｡ plu ral とい う語は Ba sicEnglish に
は無い の である ｡ )
語秦の 縮小化は Ba sic English の 利用の 促
進 , また学習上の 負担軽減の ため重要である ｡
縮小 化を如何に して 可能に し たか をみ る と ,
基本的に は , 語の意味を分析 , 分解 し , それ
を少数の きわめて平易な語で言 い 換える , あ
る い は説明する とい う方法が 一 つ の 大きな役
割を果た して い る こと が分か る ｡ 動詞 につ い
てみ ると , BasicEnglish は普通の 英語にみ ら
れる多数 の動詞を僅か'18語に制限して しま
っ た ｡ ニ の 18 語の 基本動詞と事物語 , 方向
語 , 性質語 などを組み合わせ る こ と で 多数 の
動詞の 意味を表すこ とに な る (〕
adv an c e- go for ward
lgn O r e- glV e n O atte ntio nto
pr o m ote - giv e ahighe rpo sidoltO
ま た , 意味範囲の広 い 一 般的な語で類義語
の 代替をさせ ると い う方法もある ｡ ただし ,
ニ ュ ア ン スの 遠い は無視される ｡
c a vity, c r ate r, gap, pit
I . hole
c able, r ope,twin e ー C O rd-
cheerfu1, glad, s atis丘ed - happ y
be n ch, sto ol . s e at
(特に区別する場合は alo nghard se at, a s eat
witho utba ck とする ｡ )
Ba sic English は語章が 少なく , こ と がらを
平易な語 で表すと い う長所を持づ反面 , 語数
が少ない だけその 使用頻度が高くなり , 従 っ
て意味範囲が拡大する ため-, 語の もつ 印象が
抽象的な も'の に なりがちな欠点をも持 っ て い
る ｡ また , 熟語的表現が 多い こと , 言い換え
｢制rgi 典語｣ の 講和
表現が とかく冗長で まわりくどい ことも指摘
される ｡ 次の 例 (1). (3) は普通の 英語 ,
(2), (4) は Basic Englisbに直し たもの で
ある ｡ ( i )
(I) Lo ok befo reyo ule ap.
(2) Take alo ok before yo u m ake aJumP.
(ある い は , Take alo ok befo reju mping.)
(3) A birdinthehandis woLlhtwoin thebu sh.
(4) A birdin the bandhasthe valu eofthe
tw ointhe s malltre e s｡
Ogden は心理学の評論雑誌 に書いた論文
の 中で , リ ン カ ⊥ ン の有名なゲ テ ィ ス パ ー グ
の 演説 の Ba sic English訳を紹 介 して い る ｡
次の (5) が 原文 の 一 部 , (6) がそ の訳 で
ある e { ∠}
(5) Fo u rs c o r e a nd s e v e nye a r s ago o u r
fathe rsbro ughtfo rth upo nth is co ntin e nt a
n e w n atio n, c o n c eiv ed in libe rty, a nd
dedic atedtothe propo sitio nthatallm e ntar e
c re ated equ al. Nl)W We a re e ngaged in a
gre at civil w ar, te sting whetherthat natio n,
o r a ny n atio n so c o n c eived a nd sodedicated
c an long e ndure ｡ W e are m et o n a gre at
battle-丘eld ofthat w ar.
((;) Se v e n a nd eighty year sha v egone by
fro mthe day whe n o u(fathe r sgave to this
la nd a n e w n atio n - a n atio n which c a meto
birdlin the tho ught thatal1m en are血Ie e, a
nation glVe n uP tO theide athat allm e n ar e
equ al. No w w e a r efighting lngreat W ar
a m o ng o u r s elve s, Ite stingifthat n atio n, o r
any nation ofs u ch abirth a nd with s uch a
histo ry,is ablelongto ke ep united. We ar e
togethe r o nthefieldofa gre ate ventin that
War.
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文学作品の Ba sic English 訳も い く つ か あ
るよう だが , 次 に引用するの は､シ ュ ク スピ ァ
の 有名な ソネ ッ トを日本人の 研究者 が訳 し た
もの の 最初の 5行で , (7) が原文 , (8二) が
その訳で ある ｡ (り
(7) Sh allIc ompar etheeto aSum m e r
'
sday?
¶1 0 u a rt m o relovely and･m o r ete mpe rate:
Roughwindsdo shake the darling buds of
M ay,
AndSu m m e r
'
slea s ehath al1to o sho rtadate:
So m etim e sto ohotthe eye of heav e n shin e s,




Yo u a re m o rebe a uti fuland m o reple a slng:
Ro ughwinds m ake the s w eet Mayflow e rs
c o m e offu n open ed,
An ds u m m e r
'
stim efor u sis onlyvery sho rt:
So m etim e sthehe atofdi e Stlnis s ogre at,
言語活動に は re c ognitio n(認識 , 理解)と
produ ctio n(表現 9 発表)の両面がある o Ba sic
English で 善か れた もの を読ん で 理解するの
は容易で あるが , Ba sicEnglisb で表現するの
はか なりの 熟練を要する ｡ 普及を妨げた 一 因
はそ こに あるよう に 思われる ｡
Ba sic English はその 創案の 当初より国際補
助語と して の機能を発揮する こ とが期待され
て い たが , その 面で の普及は ごく限られたも
の で あ っ た ら しい 一つ 上述 の ことを含め様々 な
批判があ っ た こ と , また , 自然言語と しての
普通 の 英語がすで に国際語的な性格を強め ,
相当の 勢い を持つ ようにな っ て い た こと など
がその理 由で あろう c
日本 へ Ba sic Englisb が紹介されたの は こ
の 言語 シ ス テ ムが 発表され たの とほ ぼ同時期
の こ と で ある ｡ 当時の 著名な英語学者 , 英語
4教育関係者たちが , 日本の 主として中等教育
における英語教育改善の ために BasicEnglish
の 考え方を取り入れようと して研究 と啓蒙活
動に相当の熱意を示した ｡ 批判も反対もあ っ
たが , 一 部の 日本人教師は先導的な試み と-し
て BasicEnglisb を教えた し , 何人か の 在日
英国人教師も教え , そ の普及に尽力した ｡ 詩
人 で 批評 家 の ウ イ リ ア ム ･ エ ン プ ス ン
(W illiam Em ps on, 1906- 1984) もその 一 人で
あ っ た ｡ 1930年代後半 , 日英関係が疎遠に
なり , 冷却化の方向に進むか にみ え た時期に
英国外務省が 一 種の い わば文化攻勢の-一一 環と
して間接的に日本にお けるBasicEnglisbの 普
及促進に力を注 い だこともあ っ た ｡
しか し , 時代は英語教育に対 して しだい に
冷減に なり , やがて英語 の時間数削減 , 英語
教育全廃 の 主張 まで 現れ る よう に な っ て ,
Basic English に対する関心 は薄れて い っ たo
第二次大戦後に日本の英語教育界は ア メ リ カ
の 言語学に基づく教授法の大きな波に洗われ
る こ とに なり , その 後 Ba sic English は ほと
ん ど注目されなく なる｡ ただし今日でも少数
なが ら Basic Englisb の 熱心な擁護者が研究
と教育実践を続けて い るの も事実で ある ｡
国際補助語として生き残る可能性はあまり
考えられず , 英語教育の 面でも教授法上の 主
涜に なる こ と が期待で きな い Ba sic English
は現在で はほ とん ど歴史的価値しか ない とみ
なされる こ ともあるが , あらゆ る分野で の 普
遍 的な利用はともかくと して , 特定分野に限
定 し た い わゆ る E S P(English fo rSpecial
Pu rpo s e s)の-一 つ と しての 枠ぐみ を捷供する
点にその価値を認め る ことがで きるの で はな
い か ｡ 近年にな っ て産業界で BasicEnglishを
い わば原型モ デル と した と考えられる新たな
言語体系の研究が始ま っ た ｡ 次節で は こ の こ
とに つ い て述 べ る ｡
で きる だけ分かりや すく平易な表現を目指
す Ba sic Englisb の 精神に は の ち に述 べ る
Plain English の それと 共通する もの があ る ｡
職 人
次の 例は , ある掲示文とその BasicEnglisb訳
である ｡ こ れは Plain English そ の もの と言
っ て もよ いく ら い で ある ｡･(9), ( l l)は原





tte rin r e c eptac)e.
( 10) fht w asteinbox.
( l) Ple a s e TeJTla)
'




( 12) Ple a se s ay noth ingto driv e r while bu sis
gOlng･
2. ｢制限言語｣, ｢ 制限英語｣
｢制限言語｣, ｢制 限英語｣ と は それ ぞれ
"




に対す る仮の 訳語で ある ｡ 一 般的に認知され
た訳語は まだ無 い かも知れない ｡ 近年 , 産業
界で は才支術関係の 文書の改善が大きな課題と
な っ てきた ｡ 産業 の高度化で文書情報の 内容
が樟雑に な っ た こと ,文書の流通が 一 企業内 ,
一 国内はもとより国際的にも著しく増大した
こと などがその背景にある o 理解しやすい良
質の 文書情報を涜通させ る こ とが 企業の 競争
力の 強化に つ なが る と い う認識が広 ま っ た ｡
また , コ ン ピ ュ ー タ によ る機械翻訳 の才支術が
進歩し , 特定分野 で の 実用化が現実 の もの と
なると , 機械に人力する言語の あり方の 検討
が必要となり , こ の こ とも制限言語 の研究に
拍車をか ける こと にな っ た ｡
制限言語 とは , 自然言語の枠内で語秦 , 請
汰 , 文法 , 文体に 一 定の制限を加 え , 主とし
て機械工業 の 分野にお ける難解な専門的技術
関係文書 , 例えば , 機械製品の 操作 マ ニ ュ ア
ル
, メ ンテ ナ ン ス ･ マ ニ ュ ア ル などを読み や
すく理解しやすくす るため に考案された 一 つ
の 小言語体系 である ｡ ある範囲の 特殊専門用
｢制限炭語｣ の 諸初
語は別枠とし , 一一 般的な基本語柔をほぼ1000
語か ら1500語程度に抑え , 一 語 の 品詞は 一 つ ,
意味も 一 つ に限定 , 文型も単純なもの に精選 ,
また , 文体上の 一 貫性 , 統 一 性をル ー ル化す
る こと などにより文書の 良質化を図る の であ
る ｡ こ の ような制限言語の 発想の 萌芽はすで
に 1960年代にみ られるようだが , 1970年に
な っ て ア メ リ カ の ト ラ ク タ ー 製造 企 業
Cate rpilla rTra cto rCom pany が Caterpilla r
Fu ndam ental English を考案した ｡ これに続
い て様々 な企業で制限言語 の開発が進む こ と
に なる ｡ 制限の対象と なる言語もまた多様で
あ る ｡ 言語 が英語 であ る場合は ｢ 制限英語｣
と 総称 す る ｡ 次 節 で 紹 介 す る A ECM A
Simpli五ed Englisb はその 代表格の 一 つ であろ
う o
Cate叩illa rFu nda m e ntal Englisb は Ogde n
のBasicEnglish か ら発想の ヒ ン トを得 たと言
われて い る ｡ Ba sic English 自体はCo ntr o11ed
Lmgu age , あるい は Contro11ed English と言
われる こ とは ない ようだが , Ba sic Englisbの
基本的な枠ぐみ は の ちの制限言語 , 制限英語
に受け継が れて い ると考え る こ とが で きよ
う ｡
制限言語 の長所は簡潔明瞭で読みやすい こ
と , 理解しやすい こと , 人手ある い は機械に
よ る翻訳の 対象と して適して い る こ となど で
あ る が , 同時に , 制限を加え る こ と に より
=
pow e rofe xpre ssio n
''
(表現の 力強さ , 迫力)
が失 われる こ と , 文章を書く際に語費を選び
文法 , 文体に留意する必要から時間が かか る
こ と , 書き手に相当の 熟練が求め られる こ と
などの ♀ Ba sicEnglish の場合に やや似た短所
が ある ｡
書き手 の訓練に つ い て は専門ラ イ タ ー 養成
の ため の 教材等も開発され 9 各種の 研修コ ー
ス などで 利用されて い るようで ある ｡ ま た ,
より優れた制限言語 , 制限英語の 研究開発を
目的とする国際会議 , 国際セ ミナ ー なども各
地 で 開か れて い る ｡
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本稿は Ba sic Englisb と関連させ て二 , 三
の 制限英語 に つ い て述 べ るの が 主旨 で あ る
が , つ い で に一一 種の 制限言語と考えられる 日
本語の 例に触れておく ｡ 英文学者であ っ た土
居光知(1886- 1979) は Basic English が日本
に紹介されて間もなく , そ の考え方に触発さ
れて独自 の ｢基礎 日本語｣ を考案したと い わ
れる ｡ 当時は マ ス コ ミで使われる日本語に漢
語が多く , 一 般庶民の 日常語と の隔たりが大
きか っ た ｡ 彼らに平易な日本語を提供する こ
と
,
また , 当時の 朝鮮 , 台湾の 人々 の 日本語
教育に役立て る こ とが考案の意図にあ っ たと
い われる ｡ 基本語桑は 1000語 で動詞 の 数も
か なり制限したもの であ っ たらしい ｡
1988年頃 , 国立国語研究所は 当時の 野元
菊男所長の主導で , 日本語 を学 ぶ外国人の た
めに ｢簡約日本語｣ と称する制限言語の 開発
を始め た｡ 外国人の初心学習者にと っ て 日本
語の 動詞はその 活用が難 しい の で活用形は連
用形の み と し , 語尾を ｢ます｣, ｢です｣ 調に
統 一 する こと , 語の意味は 一 語 に つ き三 つ ま
で とする ことなどがそ の ポイ ン トで あ っ た c
次に寓話 ｢北風と太陽｣ の 野元所長訳の 原文
とその簡約日本語訳を示す｡ (:,)
( 13) まず北風 が強く吹き始め た ｡. しか し北
風 が強く吹 けば吹くほ ど , 旅人は マ ン トに
く るまるの だ っ た ｡ 遂 (つ い) に北風は ,
彼から マ ン トを脱 がせ る のをあきら めた c
(14) まず北の 凪 が強く 吹き始めまし た ｡ し
か し北の 凪 が 強く吹 きますと吹 きますほ
ど , 旅行をします人は , 上に着ますもの を
強く体 につ けました ｡ とうとう北の風 は彼
か ら上 に着ますもの を脱 ぎさせますこ とを
やめ ませ んと′なりませ んで した o
こ の例にみ られるの は制限というより , む
しろ加工 , 改変で あり , か え っ て外国人学
習者を困惑させ るの で はない か と思われ
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る ｡訳文の 第三文などは滑稽な感じが する ｡
3. A ECM ASim plifi6d English
1979年に欧州航空会社連合 (Ass ociatio n
of Eu rope a nAirlin e s) が航空機メ ー カ ー 側の
欧州航空宇宙工業 連合A E C M A(Eu r opean
Ass o ciatio n of Ae`ro spac eIndu strie s) に対 し
て , メ ⊥ カ ー 側か ら出されて民間航空業界で
使用する航空機の メ ン テナ ンス 用の マ ニ ュ ア
ル や 各種文書の 英語を誤解を生 じない簡潔で
分か りやすt-lもの に改善するよう要請 した o
A E C M Aは ア メ リ カ 航 空 宇宙 工 業■連 合
(Aero spac e,Industrie sAssociatio n
-
of America)
に航空業界用の制限英語開発プロ ジ ェ ク トに
参加を求め＼ 1986年に は A E C M A Simpl fled
English と称する制限英語の 手引署をまと め
た ｡
-航空業界で はそれ以前に各社個別 に使用言
語で ある英語 の文体や専門用語の 標準化 に努
め て お り 9 マ ク ド ネ ル ･ ダ グ ラ ス
(McDon n el DoIJglas)､社が専門用語辞典をつ
くり; 土 ア バ ス社 (Airbu slndu strie)】が標準
文例の 一 覧をまとめ たりする例はあ っ た ｡ し
か し , 1986年 の 手 引 書 で 提 案 さ れ た
SimpliBed English は広く航空業界全体に わた
っ て使用される標準町 , 統 ⊥ 的な言語と なる
こ とを
､
目指したもの であ っ た ｡ 航空機の メ ン
テ ナ ン ス , 修理に 当たる作業員 , 技術者 たち
の 多く は英語が母語でな い ため英語能力が十
分で な い 人たちで あろう ｡ また ,･ 文書を別の
言語に翻訳する場合も原文が制限英語で あれ
ば 翻 訳 作 業 も 容 易七 な ろ う ｡ A E C M A
SimpliBed Enlglish は航空業界に流通する才支術
文書の 良質化を目的に したもの で ある ｡
AE C M A Simpl Bed English の 基本語葉は特
殊な才支術専門用語を除き約180語 の 動詞を含
む950語で , 各語はそれぞれ厳密に定義され ,
一 語に は 一 つ の 意味 しか 与え られて い な い ｡
また , 一 語は 一 品詞で使用される ｡ 文の 長さ ,
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動詞の 用法: 能動態 の 使用 などに 関する約
55の 規則が ある ｡ 次 に実例を示 す｡. ( 15),
( 17) が原文 , ( 16), (18) が書き直した例で
ある ｡ …
( 15) n e A319s willse at 135pa ss e ngers and
the A321s a com modate 190, whilethe
e xistingA320s offe r s e atsfor 159pa s se nge rs
･ in .a typic al Air Fra n c e
"
Eu rope a n
c o n五gu rado n
"
.▲
(16) ′nleA319s･ will ha v e135se ats a ndthe








Eu rope a n c o nfigu ratio n ,
ha v e159se ats.
( 17 )Itis equ allyim po rta nt thatthe re sho uld
be n o s e a s o n al ch nge sin the･procedu r e s,
a s
,
al tho ughairc ra丘,fuelsyste micingdue to
water c o nta min atio nis m o re ofte n m et
with in winter,it c a nbe equ allyda nge rou s
durihgthe su m m er m o nths.
( 18) Us ethe sa m epro c edu re s allthetim e
be c au se w aterin th占fuelsystem ca nh
･
e eze
du ring su m m e r o r winte r.
■AE C M A Simpl 丘ed English は もともと航空
業界で生ま･れたもの で あるが , 石油工業 , ,ト
ラ ッ ク , 列車 , デ ィ ー ゼ ル ｡ エ ン ジン等の 機
械製造業にお い ても使用され始め て い るよう
である ｡
4. Plain English
私どもは 日常生活に お いて意味内容の 理解
しにく い 文書に出会う こと が たび たびあ る c.
法律関係の文書 , 企業や団体の 定款 , 契約書 ,
機械類 の説明書か らち ょ っ と した申請書 の記
入上の 注意書きに い た るまでその 例は 多い ｡
｢ 制限英語｣ の 諸相
1979年 , 英国リ バ プ ー ル に住む主婦ク リ ッ
シ ー ･ メ イ ァ (Ch ris se M ahe r, 1938- )が英
語で書 かれ た公文書などの表現を読み やすく
分か りやすい もの に改善する こ とを目標に か
か げる啓蒙運動の 主導者となり , その 運動を
通 して広 めよう と し たの が Plain English と
呼ばれるもの で ある ｡
メ イ ァ自身成長期に十分な教育を受けられ
ず , 行政機関などの 一 般向け文書の 理解に難
儀して い たが , 自分の 周囲に い る教養ある人
で すら , 例 えば福祉給付金申請書の 記入 に当
た っ て , そ こ に善か れた英語表現の 難解で 不
明瞭な こ とに 困惑して い る こと を知り , 堅苦
しく難解な表現 (gobbledy go ok) を排除し
た平 易な英語の あり方に つ い て世論を喚起 し
よう と した ｡ やがて 同志を集め ｡ 英語表現改
善を目的と する団体を設立 , 自らその 主導者
と な っ て強力な キ ャ ン ペ ー ンを展開する o
こ の運動が文書 の改善を求め る対象は政府
及び地方 の 行政機関 , 保険会社 , 法律関係の
団体 , 銀行 , 医薬品企業等々 の , -一 般庶民の
生活 に直接か か わると こ ろであり , そ こか ら
出される文書の 英語をは じめ と し 9 日常の 掲
示文 にい たるまで i 平易なもの に改めさせよ
うとするの で ある L-/ こ の運動はその 後しだい
に英国各界に広まり ,着実 な成果をもたら し ,
や がて政府自体もこ の キ ャ ン ペ ー ン の 趣旨に
沿 っ て政府関係公文書の おおが かり-な点検を
行う こ とに なる ｡
Plain English は格式語や特殊用語 Ga rgo n)
を避け , 日常の 語葉を使用 して 可能な限り平
易で 明瞭な表現を採用する ｡ その ための 指針
と して 9 語に つ い ては格式語の 代わりに 日常
語を使う こと (例えば , alleviate はeas e に ,
a s c e爪ain は 血d o ut に , c o m m e n c eは begin
に), ラ テ ン語や フ ラ ン ス 語 の フ レ ー ズを避
ける こ と (pe r a n n u mは a n n u ally にするな
ど), で きる だ け能動態 を使う こ と , 一 文 の
長さ は 15 から20語程度にする こ と , (ある販
売契約書に は 一 文が 513語か ら成る例があ っ
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たそうで ある) などを挙げて い る o
Plain English は制限語葉数を定 めて い な
い . しか し , 他の 面で英語の 使用に一ニ ー 定 の 制
限を加 えて い る こ とは事実であり , やは り 一
種の 緩や か な意味で の制限英語とみ なしても
よ い であろう ｡ また , Ba sicEnglish か ら ヒ ン
トを得 たと い う形跡は ない ｡ しか し , Ogden
とRicha rdsが明噺な思考の ため には情緒性を
排 した明確な こ とばの使用が必須であ ると考
え たの と , メ イ ァ が 日常生活に は明瞭で平易
な こ とばの 使用が重要である と考えた こ とと
の 間に は 一 脈相通じ るもの があるように思わ
れる ｡
次 に 具体的な事例と して , 仰々 しく堅苦し
い 英文と書き直した Plain English の 英文 を
示す｡ ( 19), (21)は 原文 , (20), (22) は書
き換えら れた英文で ある ｡ ( ㌻,
( 19) High-qu alityle a ning e n vir o n m e nts are a
n e c e s sa ry pec o ndito nforfacilitatio n a nd
e nhan ce m e nt ofthe o ngo lnglea r n lng
pr O C e S S.
( 20) C hildre n n e edgo od scho olsif they ar eto
le a rnprope rly.
(21) Yo u r e nquiry abo ut the u s e ofthe
e ntr an c e ar e a at thelibraryjo rthe pu rpo se
of displaying po ste r s a nd le aflets abo ut
W elfar e aJld Sup ple m e ntary Be n e丘trights,
giv e sris eto the qu e stio n of the pro v e n an c e
a nd autho rtativ e ne ss ofthe m aterialto be
displayed. Posters a nd le afletsis su ed bythe
Ce ntr a1 Office of IⅢfo r m ation
,
the
Depa rtm e nt of He alth and So cialSe c urity
a nd othe r a utho ritativ ebodie s a r e u s u ally
displayedinlibrarie s, butite m s ofdisputado u s
or pole mic kind, whilst n ot n ec es s a rily
excluded, are c o n sideredindividually.
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(22) T ha nk you fo ryo u rletter a sking
per mis sio nto put up postersin the entran c e
are a ofthelibrary. Before we c a ngiveyou
anansw er w e willneedto see a c opyof 仇e




書き換えられ た文はなに か あ っ けな い印象
を与え るが , 要するに原文 は こ の程度の 内容
しか含ん でい な い と いう･か , こ の程度で十分
用が達せ られるの である ｡ 原文の 仰々 しさは
一一 つ に は抽象度の 高 い 多音節語 の 多用に よ




す る よ り
=
impr e s s
'
サ る の が その ねらい だと い われて
も仕方が ない ｡
英国の 作家 ジ ョ ー ジ ･ オ ー ウ ェ ル (Ge o rge
or well, 1903- 1950)は英語使用の あり方につ
いて深い関心を持っ て い た ｡ 彼は評論 ｢政治
と 英国の 言語｣ (
"
Politic s andthe English
h ngu age
"
) の 中で悪文と考え られる五 つ の
文を示 した ｡ その 第 一 番目が英国の 政治学者
ハ ロ ル ド ぅ ラ ス キ(Har old hski, 1893- 1950)
の 次の 文である . (ど)
(23)I a m not, indeed, s u r e whe也eritis not
tru eto s ay that the M ilto n who o n c e
see m ed not u nlike a sev e nte enth-c e ntu ry
Shelleyhad n otbe c o me, out of an e xperie n ce
ever m o re bitte rin eachyea r, m o r e alien
(s)
'
c) to thefo u nder of that Je s uit
se ct which n oth ing c ould induc ehim to tol-
erate ｡
こ れは か なり長い が 一 文で ある ｡ 最も特徴
的な こと は , こ の文 の中に否定語が五つ ある ｡
否定の 接辞も ー つ あ るc 同 一 文中に この よう
に否定語が いく つ も重なると文意が非常に理
解しにくくなる ｡ し か し , こ の種の 文が 一 般
人を対象に書 かれたもの で はなく , 学者 , 専
門家を読者に想定 して書 か れたもの であれば
暢 夫
特にその 欠点をあげつ らう こともない かも知れ
な い c, こ の 種の もの , また文学作 品などを
PlainEnglish は批判の対象に しない の である c
Plain English キャ ン ペ
ー ン の ウ ェ ッ ブ ･ サ
イ トで は 一 種の P R として ウ ェ ッ ブ ･ ペ ー ジ
の閲覧者か ら問題の ある英文の い わば添削を
受け付けて い た ｡ 私があえて こ の 文の エ ディ
ッ トを依頼 したらキャ ン ペ ー ン の 中心人物の
一 人で , ク リ ッ シ ー ･ メ イ ァ の長男の ジ ョ ー
ジ ･ メ イ ァ(Ge o rge M al1e r)か ら折り返 し電
子メ ー ル で返事があ っ た｡ こ の種の文 につ い
て の 依頼はめずらしい と述 べ て t 次の よう な
リ ライ ト文が示してあ っ た ｡ (～,)
(24 )Itse em sto m ethatM ilto n, who w a s o n ce
like a17th Centu ryShelley, had increa singly
bitte r e xpe rie n c es e achye a r. T he s e e x-
pe rie n ces alie n atedhim from thefou nder
oftheJe s uits, who be c ouldn olonge r
tolerate.
こ の 添削例で は 原文が 二 文 に直され て い
て , 否定語も 一 語 だけで ある ｡ ニ ュ ア ン ス の
差は ともかく , こ の 文の方 が原文よりよほど
理解しやすい ｡
5. V O A Spe cial English
voA(Voic eof America)は ア メ リカ連邦政
府機関の 米国海 外情 報 局 (United State s
lnfor m atio nAge n cy) が運営する海外放送 で
その 歴史は古い ｡ 現在は ニ ュ ー ス を中心とし
なが ら , 政治 ･ 経済 ･ 社会 ･ 文化などに関す
る解説番組 , 各種教養番組 , 音楽番組 などを
英語 の ほ か に数多く の 言語で海外向けに放送
して い る ｡
v o A は英語が母語 でない 外国の 人々 , ま
た , 外国語と して の 英語の 学習途上 にあ る
人々 を対象に した英語放送 の実現に向けて準
備を進め , 1959年10月 , 中東向 けにSpecial
｢制限英語｣ の 諸相
Englishと称する英語 によ る放送を試行的に
開始 した ｡ 聴取者 の 反応は きわめて良好で ,
自信をつ けた V O A は やが て全世界に向けて
の Special English の 放送にふみ き っ た｡ 全放
送時間の 中で Special English の占め る割合は
当時も今も限られたもの で ある が , その 人気
は衰える こ とがない とい う ｡ 特に中国で英語
を学ぷ学生間の 人気には こ れまで陛目すべ き
もの があ っ たと い われる ｡
こ の Special English も
一 種 の制限英語 であ
る とい っ てよ い だろう ｡ 使用語柔は頻度の 高
い もの 約 1500語と し , 文もなる べ く短 か め
に して , か つ 一 文 - ア イ ディ ア を原則とする
こ とに な っ て い る () Spe cial English は音声英
語である ｡ 制限英語と して の Special English
の 最大 の 特徴は その 放送の ス ピ ー ド で あろ
う . 通常の VO A放送 は--一 分間当たりの語数
が約 130語と されるが , Special English で は
約 90語で あると い われる ｡ ス ピ ー ドを遅く
しても英語の 自然なリズ ム がくずれて い ない
こ と は聞けばすぐ分か る ｡
V O Aの ニ ュ - ス放送で 普通の 英語に よる
もの と Special English によるもの を同
一 の ニ
ュ
ー ス 項目に つ い て比べ る ために次 の例を示
す ｡ (25) は普通 の 英語 , (26) は Spe cial
English であ る｡ (I(,)
(25) Ne ar1y fortyho oded Mexic an shave ran -
s acked a M cDo n aldre sta u ra ntin M e xic o
Cityto prote st a C alifo mia proposalto de ny
m a ny se Ⅳic e stoillegalim migrantsin the
United State s.
′
nle m en O Ve rtu rn edtable s,
spr ay
-
painted w alls a nd Ru ng pa mphlets
op po sing theinitiativ ekno wn a sPropo sitio n
187 befo r ene eing o nfo ot. T heinitiativ e
w o uld de ny scho ol, he alth a nd othe r state
se rvic estoillegal im migra ntsin C alifomia. It
pr o voked se v e ral de m o n stratio n sin Me xic o
a nd Ce ntral America.
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(26) Abo utforty Mexic ans ha ve raided a
public e ating pla c e
､in M exic oCitytoprote st
an ele ction propo salabout refuge esin the
w este rn Americ an state of Califo rnia. T he
dem o n strato rs overtu r n edtables, painted
wal1s a ndgave outp amphlets op posing the
m e asu re. Ii thepe oplein C alifo mia ap pr o v e
the m e a sure,it will de ny scho ol, heal thand
otbe rstate s eⅣic e stoillegal refugee si一l
Califo rnia. n e propo s al hasincited othe r
de m o n strationsin M e xic o a nd Central Ame r-
ic a.
(ち なみ に . <25> . < 26 > はともに語数
が72語 であ る ｡ 録音でdeliv e ryの 時間を調 べ
て み ると , < 25 > は約30秒 , < 26 > は約46秒
で あ っ た ｡ 単純に計算する と , < 25 > は一 分
間当たり の 語数 が14 4語 , < 26 > は94語と な
る ｡)
私は こ れまで の 10 年余 , 時事英語 に関す
る科目を担当して きた ｡ そして 当初こ の 科目
の 目標を二 つ に絞 っ た ｡ 学生を英字新聞に親
しませ る こ とが 一 つ で , もう 一 つ は英語 の ニ
ュ
ー ス に慣れさせ る こ とであ っ た ｡ 以後 , ず
っ と今日ま で こ の 二 つ を目標として授業を続
けてきた ｡ 英語の ニ ュ ー ス放送 として何を利
用する か を考え た時に思 い つ い た の が VOA
Spe cial English の ニ ュ
ー ス である ｡ というよ
り , VO A Spe cial English があ っ たか ら 二 つ 目
の 目標を考えたと い うの が正 しい の か も知れ
ない ｡
V O A放送 は もと もと短波に よる 放送で ､
今日で も短波が伝播手段の 主流と な っ て い
る ｡ しか し , 最近にな っ てイ ン タ ー ネ ッ トに
よる放送も始ま っ た ｡ イ ン タ ー ネ ッ トによる
放送は短波放送にありがちな雑音は皆無で 音
質もきわめ てよ い c ニ ュ ー ス 以外の Spe cial
English によ る番組は V O Aの ウ ェ ッ ブ ▲ サイ
トでそ の ス ク リプ トを読む こ と がで きる し ,
もちろん プリ ン ト ｡ ア ウ トも可能である ｡ ま
た , 使用語費 1500語の リス トも取り出せ る (A
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英語学習者あるい は英語の 再学習者に と っ て
い わば音声と文字に.i:る教材が毎日手に入る
わけで ある ｡ なお-, ニ ュ ー ス 以外の 放送内容
を素材に した大学生向けの英語テ キス トも何
種類か 日本国内で 発行されて い る ｡ 千










ジ ョ ー ジ ｡ オ ー ウ ェ,).
Lが英語 に つ いて強い
関心を持っ て いた ことは すでに 述 べ た c 彼は
第二次大戦後間もなく ｢1984 年｣(NL
'
n ete e n
E)
'
ghv-fo u r, ユ949)とい う反 ユ ー ト ピ ア 小説
を発表 した｡ こ の 作品に描 か れるの は徹底 し
た独裁国家の･もとで Big Bro也 er と呼ばれる
最高指導者とその 部下 たちによ っ て人々 が完
全に月 由を奪われ ,奴隷化される社会である ｡
人々 から思想 , 表現 , 政治活動などの 自由を
剥音し , ひ とに ぎりの 指導者 に隷属させ る方
策の 一 つ と して , こ の社会で は独特の 言語政
策が採られる ｡ := の社 会の もと もと の 言語は
英語であ っ た ｡ 英語 は依然と して日常語と.し









と い う新 し い 言語体
系を創りだ して その 使用をなか ば強制する ｡
そ して New spe ak の 使用は しだい に拡大さ
れ , 2050年頃まで に は完全に 01dspeak にと
っ て 代わ る もの と 予 想 さ れ て い る ｡ こ の
Ne w speak とい う言語は きわめて 特殊な制限
英語であるとみ なすこと が で きる e
制限英語は特定分野 で特軍目的の使用の た
め に通常の 英語を母体と して創られ , 通常の
英語と並存するもの で あるが , こ の小説の 世
界では制限英語がそ の社会の 唯 一 の言語とな
っ てい くの である ｡
現実 の世界で は こ の よう なこ とは起 こ り得
ない ｡ こ の 作品は全体主義社会に つ い て の風
刺小説で あり , オ ー ウ ェ ル は社会に おける言
語 の投割を風刺の 対象と したの で ある ｡ 彼は
悔 人
人間の思考に対する , こ とばの持つ マ イナ ス
の作用 , つ まりこ とばが特定イ デオ ロ ギ ー の
もとで 人間を い わば洗脳 し , 徹底的に支配す
る恐ろし い 手段となり得 る可能性を描 い たわ
けである｡ Ne w spe ak は Oldspeak に極端な
制限 (と言うより , む しろ改変)-を施 し , そ




七 い うイ デオロ ギ ー の 浸透に の､み
奉仕する企て で ある o ･N ew spe水 の 語秦に は
fre eとい う語 はあ るが , その 意味は , 例えば ,
′
m isdogishe efro mlic e｡ nle五eld ishle e血
･
o m
w e eds. に お ける fr e eの 意味に 限 定さ れ ,
politcally fre e, inte11e ctual1y fre e の 意味は存
在 しない √-
･ オ ー ウー キ ル は全体主義社会にj引ナる.言語の
問題に つ い てよほど強 い こ だわりがあ っ たと
み えて , こ の小説の 巻末に ｢New spe akの 諸
原則｣ とい う_表題で10ペ
ー ジ余りの 付録をつ
けてい る ｡ こ･の 中で 彼は New spe akの 全体に
関するおおまか なス ケ ッ チを試みる･｡ 詳細は
省略するが , 語秦はA, B, Cの 三 ブル･T プに
分ける こと , 接辞 , 屈 折に よる独自の 造語法 ,
複合語の 多用 , 品詞の互換性な どを説明する ｡
も~っ とも これは現実ばなれ した フ ィ ク シ ョ ン
の 世界の こと で あ っ て一一 種の 知的遊戯 に過 ぎ
ない ｡
Ne w spe ak で書か れた文は普通の 英語に比
べ ればきわめ て異様で ほ とんど意味不明で あ
る ｡ 小説の 冒頭部分に出て い る例を次に 示す｡
(27) が Newspe ak の文で , く28) はその 意味
として考えられると作者が示すもの である ｡(.I)
(27) tim e s3.12.83repo rtingb b dayorde r
do ubleplu su ngo od-refs u npers o n s r e w rite
fu11wis e upsub anteBling
(28) ¶1e repo rting of BigBr othe r
'
s orderfo r
the Dayin 77eTL m e S Of De c e mbe r3rd1983
is extre m ely u ns atisfa cto ry a nd m ake s
refe re n ces to n o n e xistentpersons. Rewite
｢ 制限英語｣ の 諸相
itin fulland submityo u rdraft to higher
a uthoritybeforefiling.
オ ー ウ ェ ル の Ne w spe ak はOgde n のBasic
English の パ ロ デ ィ ー で あると みなされた こ
と もあ っ た ら し い が , オ ー ウ ェ ル 自 身 は
Ba sic English を か なり高く評価 して い た ｡
Ne w spe ak はBa sic Englishの 対極に あ る ｡
オ ー ウ ェ ル は個人の 自由も自発性も失われ た
社会の言語を Ne w spe ak を考えだして戯画化
した の である c
結 び
①制限言語 , 制限英語の 研究開発は今日特に
機械類の製造業界を中心に盛ん に行われて い
るよう であ る ｡ 仕様書;操作及び点検 マ ニ ュ
ア ル
, P R文書 などの 言語が 明瞭で暖味なと
こ ろが なく分か りや すい こ とは企業 の 競争力
の強化に つ なが ると い う認識が広ま っ た か ら
で あ る .｡ す ぐれた制限言語 は機械翻訳に おけ
る人 力文 の事前処理を容易にするし , 人手に
よる翻訳 の場 合 で も労力と コ ス トが 省ける ｡
制限言語の 研究開発は自然言語処理や機械翻
訳 の 技術 の 進 歩を 背 景 に し て 言語 工 学
(1a Ⅲgu age engine e血 g) と いう研究 分野を生
み出した ｡′
制限言語 , 制限英語によ っ て 書か れた文書
が定め られた語葉 , 文法 , 文体 などの 基準に
一 貫して沿 っ たもの で あるか 否かをチ ェ ッ ク
する ソ フ トウ ェ ア の 開発も 1990年噴 か ら始
まり テ 情報産業に携わる いく つ か の 企業はす
で にチ ェ ッ カ ー を製品化 して い る c 最近E U
委員 会は ヨ - ロ ッ パ の 多言語 圏で の ビ ジネ
ス ･ ニ ー ズに応え る ため , その ようなツ ー ル
の 開発に対する財政援助 を決め たとい う ｡
新し い 制限言語 , 制限英語やそれに対応 し
たチ ェ ッ カ ー などの 開発と プロ モ ー シ ョ ンを
iFl
専門とする企業 , 機械翻訳及びそ の関連分野
で顧客の 要望に応じ た研究開発を進める企業
が最近増えて い るようである ｡ ニ ュ ー ヨ ー ク
に本拠を置くス マ ー ト ･ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
ズ (Sm a rtCo m m u nic atio n s,Inc.) などはその
代表格か も知れな い o 三の 会社は独自 の制限
英語を開発し , 日本の メ ー カ ー に売り込み を
図 っ て い る ｡
制限言語 , 制限英語 に関連する 諸問題 は
｢産業情報｣ の 研究領域に新 しく , きわめて
刺激的な研究 トピッ ク を提赦して いるように
思わ れる｡
② plain English Ca mpaign は市井の 一 主婦の
呼びかけに 端を発し た 一 種の 市民運動 であ っ
たが , その 趣旨の賛同者の 広が りは しだ い に
大きく なり英国政府を動 か すま で に な っ た ｡
そ して今や ア メ リカをは じめ英語圏の敷カ国
で も この 運動の 展開がみ られ る ｡ ク リ ン ト ン







日常生活の 中で接する文書の こ とばが ,･例え
ば医薬品の ラ ベ ル ー つ に して も , 平明 で誤解
を招か な い もの が 望ま し い こ と は当 然で あ
る･｡･ なお , 法律関係者の 間 で は PlaiⅢ English
に対する抵抗感が根強 い ともい われるが , そ





排除の 動きがあるよう だ ｡
③ Basic English を含め言語教育にお ける制
限言語は入門期に取り入れる もの と して十分
ふ さわし い もの か どう か , また , 通常の 対象
言語の 学習 へ の移行の 際に鮎歯吾が生 じる こ と
なく ス ム ー ズに つ な が るか どう か は問題と し
て残るで あろう ｡ なお , しばしば聴解能力の
不足 が 日本人英語学習者 の 弱点とされるが .
聴解訓練 に は 映 画 な どよ り VOA Spe cial




(*) 本稿は2000年2月2 日に行われた定年退官記念最終講義をもと に して いる ｡
(1) い ずれも相沢 (1995) に拠る｡
(2) Basic English訳 は高本 (1982) に拠る｡
(3) Basic English訳 は相沢 (1995) に拠る｡
(4) い ずれも相沢 (1995) に拠る ,J
(5) い ずれも ｢朝日新聞｣1988年2月27日号か ら引用
(6) KathyBarthe 擢供の資料か ら引用
(7)Plain English Ca mpaign の ウ ェ ッ ブ ･ サ イ トに掲載され たもの か ら引用
(8) Orw ell(1 946) か ら引用
(9)JobllW ild発信のGe orge M abe rか らの 私信か ら引用
(10) い ずれも1994年11月8日のVO A放送か ら採録
(ll) い ずれも Or w ell(1949) か ら引用
なお † Basic Englisb に関する用語は石橋 (1973) に ､ ま た文例以外の いく つ かの 語句の用例は
相沢 (1995) 及び高本 (1982) に拠る ｡
† 例えば , γO A Ev etydayScjen ce1, 2, V O A Sc]
'
e n c eRepoLl . VO A Spa c eand Mat7を含む8点
(南雲堂)の ほ か に , V O A Wot･kbo oko nR hythm and 血to n at7
'
o n( 松柏杜) などがある c
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2
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